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喫緊の課題：大震災と統計数理 

高等教育を受けた専門的知識を備える科学技術者として、

また、安心・安全な社会の実現に向けた情報技術の研究

に関わる研究者として、今回の大震災により国民の皆様方

の期待を裏切る結果となってしまったことを、まずは深く反省

せねばならないと思っております。科学技術の研究開発の

あり方に関して総括するにはあまりにも時期尚早ですが、統

計数理の大震災からの復興への関わり方ついて、現時点（4

月11日）での状況のもとで私見を少し述べさせてもらいます。

万里の長城とも呼ばれていた頑強な防潮堤が根こそぎ崩壊

する映像を何度も目にして、ハード至上主義的な防災・減

災の考え方を根本的に改めなくてはならないと思いました。

災害を完全に防ぐための未来型の先端的技術の開発から、

総合的視点でもって既存の財産の損失をできる限り減ずる“現

在型”の情報システムの構築に、学術と行政ともども力点を

早急に移すべきです。「ハード偏重からソフト尊重」とも言

えるでしょうか。なお、“現在型”と言っても、現在の有り様

を肯定しているわけではけっしてありません。 

財産の損失を減らす上で鍵となる考え方は、「予測」、「リ

スク解析」、「最適化」の 3つだと思います。震災直後、

緊急性の高い医療物資や生活物資が被災地までに届かな

い、物流の問題が生じました。また被災の状況により要求

される情報は異なるにもかかわらず、届く情報との情報の粒

度の不一致が頻発しました。これらの問題に対処するため

には、物質や情報にかかわらず、流通インフラの崩壊を前

提とした制約条件のもとで、広範囲かつ多数の被災地のニ

ーズに総合的に対処できる「最適化」手法が必須です。

その方法には、状況変化に応じて次善の策が間断なく提

供される機能が求められます。この種の最適化の考え方は、

盛夏および厳冬期に特に求められる節電をより効果的にす

るために欠かせません。従前から取り組まれてきていたスマ

ートグリッドの研究も、電力供給と受容環境の大きな変化を

受けつつも推進していくことが大切です。 

「予測」性能の向上が災害損失を大きく減じることができ

ることは明らかです。自然現象の理解にスーパーコンピュー

タを用いたシミュレーションが大活躍していますが、近年、

観測データを数値計算に直接的に取り込むことで予測性能

を高める、データ同化と呼ばれる計算技術が注目を浴びて

います。気象予報で部分的にその利用が始まっていますが、

観測データをリアルタイムで搬送し、高速度・高精度で同

化計算が実現できる情報計算システムがあれば、他の災害

予測にも有用でしょう。過去の異常データと特異な統計分

布を活用する極値統計も、帰納法に由来する外挿能力の

弱さはあったとしても、部分的には役に立つかも知れません。

また統計数理には空間統計という、多点観測網で得られた

データにもとづく空間的内挿法を研究する分野があり、放

射性物質の影響評価にも大きな役割を果たしそうです。 

放射性物質の影響評価には「リスク解析」が枢要であ

ることは言うまでもありません。放射線の人体への影響評価

に関しては、今後、長期的モニタリング調査が必要でしょう

が、空間統計や医学統計などの統計に関わる研究者が関

与する機会は増大すると思われます。放射性物質の影響

は人体ばかりか社会・経済システムにも大きく及んでおり、

財産を損失せしめる各種リスクを統一的に計量化し、リスク

平成14年からの9年間にわたり統計数理研究所を牽引してこられた北川

前所長のあとを受け、さる4月1日から第11代所長を拝命しました。平成23

年度は、法人第二期の中期目標・中期計画の下、前所長がリーダーシップ

をとり、すでに種から苗にまで育った事業に、私どもは水と肥料を施せば順調

に成果が出てくる年になるはずでした。その矢先の大地震と、その影響によ

るさまざまな社会システムの変化に、学術研究のありかたも含めて私たちは大

きな意識改革を迫られています。科学技術に向けられた国民の皆様方からの

不信感をぬぐい去り、突きつけられた眼前の課題を解決するだけでも相当の

時間が必要に思えますが、所長就任にあたり、短期・中期的な時間スケー

ルで統計数理研究所が果たす役割を考えてみたいと思います。 
統計数理研究所長 

樋口 知之 



総量の観点から人的・物的資源配分策を考える、統合リ

スク管理の必要性があらためて強く認識されました。統合リ

スク管理の大切さは、自然災害のケースにとどまらず、記憶

に新しい金融不安、未知の感染症、紛争・テロ等にも当

てはまります。 

本研究所の基幹的研究系は、モデリング、データ科学、

数理・推論の3つの研究系で構成され、「予測」はモデリ

ング研究系において、「リスク解析」はデータ科学研究系で、

また「最適化」は数理・推論研究系で取り組むべき大切

な研究テーマとなっています。また、社会からの要望に迅

速に対応する機能は、戦略研究センター群に委ねています。

統計数理研究所が推進する主要な事業の一つ、NOE

（Network of Excellence）形成事業とリンクしつつ、戦略

研究センター群の新たな展開を図ることで、社会からの期

待に応えていきたいと思います。 

 

中期的課題：元気のある人材と産業の育成 

近年、専門分野を深く極めた博士号を持つ研究者が常

勤の研究・教育職に就けない問題が顕在化しつつあります。

一方、学術・産業全般においては、大量データからモデ

ルを創造し改良し続けるスタイルの研究アプローチが一般的

になり、そのような研究開発現場に優秀な人材の確保が喫

緊にもかかわらず、博士号を持つ研究者が好まれて採用さ

れているようでもありません。つまり、科学研究手法の『第

四のパラダイム』と呼ばれる、データ駆動型の科学的発見

のプロフェッショナルが求められているにもかかわらず、現在

の高等教育の現場の人材養成はそれに応えていないという

ことになります。 

モデリングの専門家をモデラーと呼びますが、モデラーに

は、いろいろな業界、研究領域、研究開発環境を渡り歩き、

さまざまな価値観がぶつかり合う中、しっかりと議論ができる、

真の意味でのコミュニケーション力が必須です。モデリング

でなく“既存のモデルの解析”を行っている研究者は草食

系が多いように見受けますが、激しい議論をとおして相手の

主張を取り込みながら自分を売り込んでいくモデラーは肉食

系研究者とも言えます。これからの日本を活性化するには肉

食系の研究者が必要ではないでしょうか。 

未来の産業を考える上でもモデラーの大量育成は急がね

ばなりません。モノづくりが富を産んだ時代は終わり、どの

業種を見てもモデルと計算による「計算サービス」部門が

一番の稼ぎ頭です。また、ビジネスモデルを欠いた先端的

技術は宝の持ち腐れになっています。プロセス全体を俯瞰

できるモデリングの専門家―モデラー―育成への支援が知

財立国の基本的戦略であると思います。 

統計数理は、データをもとに数理を道具として、合理的

予測の実現を目的に、散在・偏在している様 な々知識を適

切に「つなぐ」方法を研究する学問です。この統計数理

の「つなぐ」特性を活かし、統計思考力育成事業として『統

計思考院』（仮称）を立ち上げます。そこでは、一つの専門

分野の知識に長けた大学院生、研究者、実務者を受け入

れ、第四のパラダイムを習得したT型人材（左下図）を養

成します。研究者コミュニティと協同で未来型の研究領域を

創造するとともに、データ爆発時代における学術のキュレー

ター的人材の育成にも注力していきたいと考えています。 

 

人間社会の不確実性が著しく増大するグローバル化時

代に、合理的予測とリスク解析に携わる学問としての統計

数理へ寄せられる社会の期待は、今後より増大すると思わ

れます。この期待に応えるよう、一そうの努力を傾け

る所存ですので、統計数理研究所の活動に対する

皆様のご理解をいただきますとともに、今後ともご支

援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 
平成23年 4月

 

 

（本稿は大震災のちょうど一ヶ月後、4月11日に書かれた。

従って、その後の状況変化を反映していない、誤認識や

不適切な表現があるかも知れないが、どうかご容赦願いたい。） 
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図1． 丸め誤差の影響のシミュレーション。通常の理論を適用すると、データの量的規
模を示すnが大きくなればなるほど、理論的なグラフからの剥離が激しくなる。 

奥多摩の山 を々眺めながら、若者たちがラウンジで談笑する姿

をよく見かける。統数研は総合研究大学院大学（1988 年開学）

のキャンパスも兼ねており、複合科学研究科統計科学専攻の学

生たちが3年課程で10単位、5年課程で40単位以上の習得を

目指して学んでいる。統数研を舞台に若 し々い知が通い合い、新

しい時代を切り拓こうとする。 

在外研究でお世話になった感謝をこめて 

学年末の最終の講義が始まろうとする教室をのぞいてみた。学

生が入場する前に、せっせとホワイトボードに複雑な数式を書いて

いる教員がいた。毎週木曜日の午後に「推測数理概論Ⅱ」を担

当する西山陽一准教授だった。 

この日のテーマは「ルベーグ（数学者の名）収束定理」と呼ば

れる、積分を用いて「無限次元」を解釈するための重要な道具

の使用法について。着席した約 10人の学生の中には、最新の

知見を得ようとして参加する教授クラスの聴講者も交じる。次の世

代への「知の差し渡し」という重要な仕事に向って、「さあ、やる

ぞ」という西山さんの気迫が感じられた。 

西山さんの講義はいつも英語で行われる。数式の解説を何度も

中断しては振り返り、学生たちの顔をのぞき込むようにして言う。「こ

こまでは、あなたにとって明解ですか」、「念のためにもう一度言い

ましょうか」。何がどこまで確実に伝達されたのか。それを確かめ

ながら慎重に講義を進めるのが、西山さんのスタイルだ。 

「バングラディッシュからの留学生がいるので英語でやっています。

私も2年間、オランダに留学した経験があります。日常会話は当

然オランダ語であるわけですが、講義やセミナーは全て英語で行

われ、私としては大変感謝しています。そのご恩返しの気持ちを

込めて、英語でやっています」。 

西山 陽一 
数理・推論研究系 

統計基礎数理グループ准教授 



図２． 小川賞論文で提案された新方法。nが大きくなっても理論的なグラフから外れる
ことなく、まずまずの結果が得られる。 

イタリアのIlia Negri さんの家族、友人とのスナップ。「共同研究者や
お世話になった先生を訪ねる新婚旅行」の際に撮影した。 

スランプ脱出し、「明るく元気な論文」を目指す 

1994 年に入所して以来、一貫して掲げる研究テーマは「無限

次元のマルチンゲール中心極限定理とその応用」。マルチンゲール

という言葉は、元々「いつ終了しても公平なトランプゲーム」に付け

られた名だという。1996年から98年までユトレヒト大学で学び、帰

国直前に博士号を取得した。1999年に研究所の論文誌「統計数

理」第47巻に発表した論文「マルチンゲール確率場に対するエン

トロピー法とその統計的応用」が、その在外研究の成果にあたる。 

「当時は難解で深い理論の研究をしており、その後、反動でス

ランプに陥りました。2006年にヨーロッパの研究者との共同研究を

きっかけに暗い時代を脱出することができました」。一般の人には

わかりにくい「無限」という数学上の概念に取り組む研究だが、「あ

るアイデアに至ってしまえば後は全部自明という理論・方法を考え

るのが好きで、ドロドロした計算に持ち込むことは少ないです」と

話す。 

西山さん自身の言葉によれば「無限次元の極限定理とは実数

が収束することではなく、関数が収束することをいいます。マルチ

ンゲールは確率論における最重要項目の一つ。中心極限定理とは、

極限がガウス分布という、神様が創造した最も美しい分布への収

束を示す定理」という。「応用」の対象としては生存解析や数理

ファイナンスなどが意識されるが、「本当の興味は、より基本的部

分にあります。次元の高い複雑な統計的モデルの背後に横たわる、

シンプルで深い基礎構造の解明に役立つ定理の創造に力を注い

でいます」。 

「本当に役立つ定理はシンプルで美しい」という信念を持って、「明

るく元気な論文」を目指そうと自らを励ます。「歴史に刻まれるとい

うレベルの、本物の定理を追求しています」と高らかに言う。 

新婚旅行は「共同研究者を訪ねる旅」 

2009 年 9月、「丸め誤差」に関する研究の成果が評価され、

第23回日本統計学会小川研究奨励賞を受けた。統計学では通

常、データは理論的には連続的に（整数や有限小数ではなく、小

数点以下の桁が果てしなく続くような、所謂、実数として）発生す

ると仮定されるが、実際には小数点以下、2桁とか 3桁ぐらいで

四捨五入して観測されてしまう。その際に発生する誤差を「丸め

誤差」と言うが、受賞論文では、それを詳しく調べ、新たな統計

手法を提案した。 

受賞式のスピーチで繰り返されたのは、共同研究者や支援者

への謝辞だった。そして、誰しもが経験するだろう学問的スランプ

を、いかにして脱出するかについて語った。ここでも研究者の国

際的な連帯への信頼が強調された。この気持ちと学究生活の充

実感を、次の世代に伝達していきたい、といつも思っている。 

「若手の有望な研究者が私の論文を見て、『ああ、こんな感じ

のものを書いてみたいな』と思ってくれたら嬉しいですね。そういう

形で統計学のsocietyに貢献したいと考えています」。 

統数研が立川に移転した1年後に結婚した。研究上の交流で

お世話になったオランダやイタリアの研究者の職場や家庭を訪ねる

ことが、新婚旅行となった。自分の研究の足跡を検証しながら、

次のステップを踏み出す旅でもあった。 

このコラム執筆のためのインタビューの際、西山さんはしばしば

考え込む仕草を見せた。そして、「ん～む、僕の頭もだいぶ整理

されてきたぞ」と言った。何が確実な表現であるのかを自問自答

しながら次に進む。慎重に、そして大胆に。数学的「無限次元」

の真相を追求する西山さんの学究人生はいま佳境に入っている。 

（企画／広報室） 
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図1． 木質バイオ資源は我々の生活の中で様々な役割を直接的あるいは間接的に果
たしている。上図はその一例を示したもので、森林資源を通して物理的なものが連結
され、それは経済価値により利用の配分が最終的に決定されることを示している。そ
の際、統計数理モデルあるいは最適化モデルの果たす役割は大である。 

国土の7割近くが森林に覆われている日本としては、この分野

の専門家は極端に少ないという。吉本さんは森林資源経済学、

環境経済学のエキスパートである。いま、地球温暖化防止のため

注目されているCO2対策。地球規模の人間活動の営みの中で持

続可能な方法で実施していかなければならない。それを含め、さ

まざまな場面を想定した森林経営、森林資源活用の最適化システ

ムの構築に携わっている。 

国内では3つの国立大学と1つの民間会社に関係した。外国

ではオレゴン、チリ、メキシコの大学・研究所の客員教授などを務

め、統計数理研究所には3度も出入りし研究員、助教授、教授

とステップアップした。学んだ分野は農学、経済、統計、数学、

環境等 と々幅広く、友人、知人は世界各国に広がっている。幅

広い知識、経験、人的ネットワークを生かし、森林を通じて人類と

地球に貢献していくことが自らの使命と心得ている。 

オレゴン州立大で多様な知識、体験と友人を得る 

学生のころ、森林経営者から「林学を学んでいるなら森林のマ

ネージメントをやってくれ」と言われたことが留学のきっかけになった。

その道のトップで世界各国から学生が集まるオレゴン州立大学大学

院森林経済学専攻で学び、博士号を取得した。 

ここでは経済、数学、統計をそれぞれの専門家から学び、応

用分野の力を身につけ、いったんは日本の生命保険に就職した。

しかし、やはり自分の得意分野を生かしたいと2年半後、再びオ

レゴン州立大へ戻り、客員助教授になった。この選択が結局は正

解だったのだろう。ここから、さまざまなチャレンジが始まった。 

チリ南大学林学部客員教授、宮崎大学農学部助教授、統数

研研究員・助教授、メキシコ経済研究・教育センター客員教授、

東北大学大学院環境科学研究科助教授と歩み、2008 年（平成

吉本　敦 
リスク解析戦略研究センター 
環境リスク研究グループ教授 



図２． 林分をストリップに分割し、傘伐の最適開始位置の配置を探求したものである。 図３． 森林管理最適化モデルを使用して、例えば生態系保護地に対する限界費用の
算出ができる。その費用情報を保護を要求する側に提供することにより、最終的に保
護域を供給する側とそれを利用する消費者側との均衡解を探求することができる。 

20年）5月に46歳で統数研教授に就任した。 

「いまの財産はオレゴンの時の友人です。友だちが友だちを紹介

し、どんどん広がる。ソウル大学の方とは森林関係で2国間交流

をしている。チリ、カナダ、メキシコ、フィンランド、ポルトガルと先

輩や後輩がいて、海外の学会では同窓会になります」。 

高い評価を受けている生態適応グローバルCOEに参加　 

東北大学に在籍した関係から「東北大学生態適用グローバルCOE」

（Center Of Excellent Program、世界水準の人材育成のため

の文科省研究拠点等補助事業）にかかわっている。この研究は、「自

然の克服から適応へ」として、最先端科学で生態系を解明し、

生態系や生物が持つ自然の力を活かしていこうとするものである。

ダムや河川などの人工構造物を造るのではなく、生態系が持つ頑

健性、生き残っていく強い力を利用する「生態適応科学」を確立

し、社会への普及、定着の実践をはかろうとしている。研究は、

5か年計画の中間年にあり、国からは高い評価を得ている。 

吉本さんは、社会科学系の環境経済の立場から加わっている。

理学、薬学、工学、農学などの多くの研究者が出してくる果実を

社会システムにフィードバックさせる方法を考える立場である。多く

の経験から得たマルチタレントの1面を発揮しようとしている。 

統数研で取り組んでいるのは、森林資源の最適化モデルの研

究だ。予測と制御と意思決定。森林の成長と木材価格を「予測」

し、木を植える・伐る・間伐する・枝打ちをする時期、場所、規

模の「制御」を考え、たとえば利益を最大にするためにはどうした

らいいかという「意思決定」を導く。その方法論の研究である。 

すでに多くの成果を得ている。同じ種類、同じ樹齢の林の最適

な経営方法、つまり最適な間伐の計画を求める方法論を確立した。

山の特性や木の成長の仕方を見ながら少しずつ計算方式を変え

ていく方法で、これは全国どこの地でも使えるものである。 

木材を使うことで森林を守り、炭素を閉じ込めたい 

森林研究では全体をまとめる「学問のプラットホーム」が重要だと

いう。生態、利用、環境、経済といろいろな研究の結果が出てくる

が、それを1か所に集めて分析し判断し、意思決定をするところが

プラットホーム。「日本の森林研究のプラットホームが自分に与えられ

た役目かなという気がしている。そういう使命感でやっているんです」。 

こうした研究活動を通じて心がけているのは、研究成果を一般

ユーザーに分かりやすいように提供する方法の開発である。 

「せっかくいいものをつくっても、エンドユーザーが使えないとダメ

だ」として、森林の成長を3D画像で見せる方法をポルトガルの友

人から教えてもらったり、東京理科大工学部の学生に協力してもら

って開発している。「目に訴えるのが一番いい。それがあってボク

らがやっている研究の重要性に気づいてくれる。こっちはエンジン

をつくり、見た目のボンネットは若い方にお願いできれば」と。 

森林は切って木材を使わなければ将来につながらない。地球上

の炭素を閉じ込めるためにも木を植え、切って使って、を繰り返さ

なければならない。このため自ら率先して木を使っている。研究室

の机や本棚はすべて木である。「木は使い勝手がいいんです。多

くの皆さんが木を使うことで日本の森林を守り、炭素を閉じ込めるこ

とにつながります」。 

アメリカやチリで林業は成長産業である。日本は逆に衰退気味

だが、日本の森林が持っている生物多様性は世界に誇るべきも

のがある。政府は最近、林業を日本の成長戦略の中に位置づけ、

多くの雇用を創出しようとしている。東日本大震災でも森林の役

割は見直されている。実は、これからが吉本さんの本当の出番

である。　　　　　　　　　　　　　　　　（企画／広報室） 



追悼 

シンポジウム報告 

藤田利治先生を悼む 

データ同化研究開発センター設立記念シンポジウム 

統計数理研究所データ科学系教

授、リスク解析戦略研究センター副

センター長の藤田利治先生が、平

成23年2月15日未明、1年あまりの

闘病を後にご逝去されました。享年

58歳でした。藤田先生が着任した

のは、平成18年4月のことでしたので、統計数理研究所で

の研究生活は5年という短い期間でした。しかし先生ご自身、

統計数理研究所では良きスタッフ、学生、同僚に恵まれて、

充実した研究生活を送ることができたと述懐されています。 

先生は、東京大学医学系研究科精神衛生学教室に学び、

昭和58年に多臨床試験データのリンケージに基づく「症状

評価尺度によるうつ状態の評価」で保健学博士を授与され

ました。以来、精神疾患並びに自殺に関わる保健統計的

研究を推進し、近年では国立精神・神経センター精神保

健研究所との連携の下、自殺対策に関わる統計整備、モ

デリングのリーダーとして活躍されました。もう一つのご専門

が疫学で、大規模コホート研究の計画・分析にも携わられ

ました。私が最も知る先生の分野は、医薬品臨床評価です。

先生は、検証的試験・探索的試験といった基礎概念、多

重推論などを1980年代前半に研究されました。自ら薬効評

価解析システムを試作し、わが国の統計的臨床評価を改革

し、1986年から今日まで、中央薬事審議会等で薬事審査

の実践を行いました。医薬品安全性評価へのレセプトの利

用可能性を1990年代から指摘し、薬剤疫学のパイオニアと

して活躍されました。先生の研究スタイルは、単に理論を開

発するということに満足せず、その理論が使われたときに、

社会で何が起きるのかを現存データで可能な限り追究すると

いうもので、余人に追随できぬものでした。 

ガンに侵されてからの一年、当初終わったとの虚脱感も

有ったと伺いましたが、その後闘病を決意し、自身の研究

の完遂に全力を尽くしたことは、私どもの眼に焼き付いてい

ます。本年1月20日、指導学生の博士論文公聴会を終え、

ご自身の運転で帰宅されました。これが、研究所に出勤さ

れた最後になりました。実際には、亡くなる1週間前まで、

レセプトによる薬剤疫学科研費のとりまとめを、藤田研のスタ

ッフと共に行っていたと聞いています。最後の入院に際して

も戻ってくると話されていたと聞きますし、亡くなる前日にも夏

にはビールを飲めたらと話されたそうです。先生は、本当に

研究の後のビールが大好きだったのです。　　　（椿　広計） 

統計数理研究所のNOE（Network Of Excellence）形

成事業の記念イベントの1つとして「データ同化研究開発

センター設立記念シンポジウム『データ同化 :計測と計算の

限界を超えて』」（統計数理研究所、日本学術会議情報学

委員会 大量実データの利活用基盤分科会主催）が3月11

日、統計数理研究所 2階大会議室で行われ、一般来場

者を含め各方面から約120人が参加した。 

シンポジウムは田村義保・データ同化研究開発センター

副センター長（教授）の司会で行われた。まず北川源四郎

所長が「データ同化研究開発センターは、次世代シミュレ

ーションの方法の確立を目ざし、統数研として新しい共同研

究のあり方として推進しているNOE形成事業の一環とし設

立されました。文部科学省情報課や研究機関課、情報・

システム研究機構の多大なるご支援をいただいたことに感

謝します」と御礼の言葉を述べた。 

続いて文部科学省研究振興局の岩本健吾情報課長が

来賓として挨拶し、日本の経済を含む、あらゆる分野の課

題解決にあたって重要な役割を果たしている統計数理の現

状についての認識を示すとともに、データ同化研究開発セ

ンターの設立やこのシンポジウムを通じ、シミュレーション科学、

データ科学、その垣根をも取り払った新しい分野の研究が

よりいっそう進展し、「統計数理研究所が人材育成をも含め

て、今後もわが国の学術文化の発展に大いに貢献していく

ことを期待します」と述べた。 

この後、北川所長が、2011 年 1月に統計数理研究所

内にデータ同化研究開発センターと調査科学研究センター

を設置したNOE形成事業について趣旨、目的などを報告

した。続いて樋口知之・データ同化研究開発センター長（教

授）が「データ同化研究開発センターの活動について」と

する説明を行った。 

その後、早瀬敏幸・東北大学流体科学研究所長（教授）

が「流体科学における計測と計算の融合研究」について、



1文部科学省 岩本健吾氏、2東北大学 早瀬敏幸教授、3名古屋大学 荻野竜樹教授、 
4京都大学 淡路敏之教授、5北川源四郎所長、6樋口知之教授 
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リスクセンターシンポジウム「医学アカデミアでの生物統計家の貢献： 現状と課題」の開催 

荻野竜樹・名古屋大学太陽地球環境研究所副所長（教授）

が「太陽地球環境のシミュレーションとデータ解析」につい

て、淡路敏之・京都大学副学長（教授）が「データ同化

による巨大複雑系地球変動の状態推定と予測の可能性」

について講演し、それぞれフロアと質疑応答を行った。 

この日午後 2時 46分、東北地方を中心とした巨大地震

が発生し、会場でも大きな揺れがあ

ったが、会合は短時間中断しただけで、

ほぼ予定通り進行した。 

来場者からはデータ同化の今後に

期待する声が集まった。理系の大学

で気象を学んでいるという東京都新

宿区の大学生男性（21）は「講演に

は強い関心を持って来た。東北大

学の先生のお話で、データ同化はと

ても有用なものと思い、非常に興味

を持った。難しい内容とは思うが、

今後、学部、大学院とこの分野を

学び、気象に生かしていきたい」と

話していた。東京都千代田区、国

立情報学研究所の研究者男性（41）

も「内容は充実しており、参考となり

ました。講演した先生方はそれぞれの分野での代表的な方々

なので聞き応えがあったと思う。私自身は、これからデータ

同化をやりたいと思っているので、今後は統数研として、

ビギナーに役立つ内容、実践的な内容をこのような機会に

教えていただけるとありがたい」と要望していた。 

（広報室） 

統計数理研究所リスク解析戦略研究センター主催による

標記シンポジウムが2011年 2月17日に京都大学東京オフィ

ス（品川）にて行われました。昨年 2月には第一回目のシン

ポジウムとして、先端医療技術の開発に従事している生物

統計家のネットワークの旗揚げを行いました。今回は、これ

に続く第二回目で、テーマは、アカデミアで行われる医学研

究です。今後、医学アカデミアで生物統計家が更なる貢献

を果たし、そのステータスをより高めるために、生物統計家

全体として何を考え、どう活動してゆけばよいのか？ それを

考えるきっかけにしたいと思って企画しました。それには、ま

ず、アカデミアでの臨床研究の現状がどうなっており、そこ

に従事する統計家がどのような課題・問題を抱えているの

かを認識する必要があります。 

本シンポジウムでは、データセンターを有する全国の大学

の医学研究科・医学部、附属病院、厚労省所管の研究所・

国立病院のうち、合計12施設から、予め配布したアンケー

トに答えていただく形で、ご発表をいただきました。施設間

で大きなばらつきが認められた事項が多々ありましたが、そ

の一方で、施設内倫理審査やデータセンターの体制、マン

パワーや資金の面で、多くの施設に共通する課題も浮き彫

りとなりました。最後に、臨床科学の専門家の立場から、

一貫して生物統計の必要性を説かれ、アカデミアでの生

物統計家のポスト確保と養成を強力に推進してこられた、

福島雅典先生（（財）先端医療振興財団臨床研究情報セ

ンター長、京都大学名誉教授）から、今後の臨床研究の

在り方、生物統計家の責任と期待に関する特別発言をい

ただきました。クローズドな会でしたが、産官学から50 名

を超える参加者があり、その後の懇親会も大変盛況でした。

次につながる、大変意義深いシンポジウムでした。 

（シンポジウムオーガナイザー 松井 茂之） 



研究教育活動 

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係 

モデリング研究系　知的情報モデリンググループ　教授 

丸山　　宏 

現代の社会は大きく変わりつつあります。産業革命以来の、大量生産・大量消費に根ざした社

会の仕組みは、私たちが直面する多くの問題を考えると変わっていかざるを得ないでしょう。しかし、

どのように変わっていったらよいのでしょうか。私たちは、人間社会と地球環境が絡み合った、極め

て複雑なシステムを相手にしています。加えて、不確実で不完全な情報だけを頼りに、しかもタイム

リーに意思決定をしていかなければなりません。この意思決定のために、統計数理は中心的な役割を果たすと、私は信じ

ています。私自身は統計数理が専門ではありません。自然言語処理、Webサービス、セキュリティなど様々な計算機科学

の分野を研究してきました。また、私企業において、研究のみならず、事業部での製品開発や、コンサルティング、研究

マネジメントなど幅広いビジネスの経験もしてきました。それらの経験を活かして、統計数理という強力なツールを、これか

らの社会設計の中に組み込むお手伝いをしたいと考えています。 

 

モデリング研究系　知的情報モデリンググループ　准教授 

持橋　大地 

奈良先端科学技術大学院大学（NAIST）を卒業後、ＡＴＲ音声言語コミュニケーション研究所、

ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所を経て、4月から本研究所の准教授として着任しました。専

門は統計的自然言語処理です。自然言語処理はWeb等の発展に伴って大量の電子化されたテキ

ストが飛び交う現在、非常に重要になってきていますが、そこに必要な統計的機械学習の根底には、

統計学の中で蓄積されてきた数学的な問題が横たわっていることを日々 感じています。こうした立場からは、言語の問題は

遺伝学等の問題と深いかかわりを持っており、日本の統計学の中心である本研究所に着任したことで、それらに光を当て、

周囲の方々との関係の中で、言葉の科学の根幹を探究していきたいと思っています。 

平成22年度公開講座報告 
統計科学技術センターでは、平成 17年度から大幅に公開講座数を増やし、今年度は13講座開講しました。そのうち4講

座では、定員を超える受講申し込みがありました。各講座の受講者数は以下のとおりです。 

講座名 開設期間 延時間 受講者 

Rではじめる時系列解析 

ロバスト推測～外れ値への対処方法～ 

Rによる標本調査データの分析 

多変量解析法 

極値統計学 

多様性の統計数理―生物群集の多様性の話題から― 

統計的品質管理―問題解決のための統計的方法― 

最適化の数理と応用 

臨床試験におけるベイズ流デザインの基礎と応用 

正定値カーネルによる統計的データ解析―カーネル法の基礎と展開 

Rを使ったハイパフォーマンスコンピューティング入門 

統計学概論 

マルコフ連鎖モンテカルロ法の基礎と実践 （2011年版） 

  4/27（火）～28（水） 

  6/  3（木） 

  6/10（木）～11（金） 

  8/  9（月）～12（木） 

  8/25（水）～26（木） 

  8/30（月）～31（火） 

11/  9（火） 

11/24（水）～25（木） 

12/17（金） 

  1/13（木）～14（金） 

  1/24（月） 

  2/  1（火）～  4（金） 

  2/  8（火) 

 

10時間 

5時間 

10時間 

20時間 

11時間 

10時間 

5時間 

10時間 

5時間 

10時間 

5時間 

20時間 

5時間 

66 

93 

38 

97 

40 

37 

44 

50 

98 

64 

52 

93 

96



研究教育活動 

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係 

2011年1月―2月の公開講座実施状況 

1月13日（木）と14日（金）に平成23年最初の公開講座「正

定値カーネルによる統計的データ解析―カーネル法の基礎

と展開」が行われました。当研究所の福水健次教授が開

始から終了までの 10 時間に亘り、独りで講義をしました。

北海道、宮城、静岡、京都、兵庫などの首都圏の他から

多数の参加がありました。 

次の講座は1月24日（月）の「Rを使ったハイパフォーマン

スコンピューティング入門」でした。講師は（株）COM－

ONEの中間栄治氏、当研究所の中野純司教授、佐藤整

尚准教授で、参加者数は定員を超えました。 

2月も1月同様、公開講座が2回行われました。 

2月1日（火）から4日（金）までの「統計学概論」は、デー

タ分析に必要な知識を直感的かつ網羅的に教える、予備

知識の乏しい社会人や学生を対象とした基礎的な講義で、

当研究所の山下智志准教授、染谷博司助教、伏木忠義

助教、吉田亮助教の4名が 1日ずつ講師を担当しました。

15都道府県からの参加者で会場は満席となりました。 

4日後の2月8日（火）には「マルコフ連鎖モンテカルロ法

の基礎と実践（2011年版）」が行われました。講師は北海

道大学の久保拓弥助教と当研究所の伊庭幸人准教授で、

参加者は96名でした。この講座で平成22年度の13の公

開講座が終了しました。　　　　　　　　 （情報資源室） 

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計し

た結果を円グラフにまとめました。職業別集計からわかるように、

本講座は､ 様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題を解

決する実践的な学習内容を提供し､ 職業上また研究上、必

要な専門的知識の向上に役立っています｡ また､ 当研究所

独自のアカデミックな講座のため､ 受講者の住所は､ 30都道

府県にわたり､ 首都圏のみならず、北海道､ 青森、宮城、

福島、群馬、栃木、新潟、山梨、静岡、愛知、滋賀、京

都、大阪、奈良、兵庫、岡山、広島、鳥取、徳島、高知、

福岡、長崎、大分、熊本、沖縄の全国から参加していただ

きました｡ 

最後に､ 各講義を担当された講師の方々に心から感謝い

たします｡ 　　　　　　　　　　　　　　　（情報資源室） 

住所別 
集計 

首都圏 
82%

その他 
18%

男女別 
集計 

男 
80%

女 
15%

不明 
5%

年齢別 
集計 

29才以下 
19%

30代 
39%

40代 
24%

50才以上 
12%

不明 
6%

職業別 
集計 

民間 
61%学生 

8%

大学教員等 
8%

官公庁 
8%

公益法人 
8%

不明等 
  7%

試験年月日 受験者数 合格者数 
H23.1.17（月）～ 
　　1.19（水） 平成23年4月入学（第2回）　1名 0名 

【5年一貫制博士課程】 

試験年月日 受験者数 合格者数 
H23.1.18（火）～ 
　　　19（水） 

平成23年4月入学（第2回）　6名 4名 

【博士後期課程】 

氏名 論文題目 

三浦　　翔 

【課程博士】 【論文博士】 

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について 

学位取得者 
平成 22 年度 3月学位取得者は次のとおり。 

信用リスクにおける格付予測と期待損失推計のため
の統計的方法 

中江　　健 Statistical Estimation of Phase Response Curves

藤井　陽介 
臨床試験大規模データベースの構築とそれを基にした
傾向スコア法による統計的交互作用の検出 

氏名 論文題目 

吉羽　要直 
金融リスクにおける確率分布の裾および変量間の
依存関係の影響と定量化 



共同利用 

●統計数理セミナー（平成23年6月～7月） 
毎週水曜日、所内研究教育職員及び外部の方による

「統計数理セミナー」を開催します。多くの方々にご参

加いただき活発な討論が展開されることを期待しています。 

4月から、原則として2人が40分ずつ講演する形式

になりました。タイトルは、2ヶ月程度前からホームページ

でご案内致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画停電の影響で、開催日時の変更の可能性があ

ります。最新情報はホームページにてご確認下さい。

http://www.ism.ac.jp/　　　　　（メディア開発室） 

学位記授与式風景 専攻修了式 

6/ 1  

6/ 8  

6/22  

6/29  

清水 信夫、伊庭 幸人 

金藤 浩司、陳　希 

樋口 知之、中野 慎也 

曹　纓、加藤 昇吾 

7/ 6  

7/13  

7/20

足立 淳、丸山 直昌 

三分一 史和、ザパート クリストファー 

長尾 大道、久保田 貴文 

開場：15 時 30分 
時間：16時～17時 20分 
　　　事前予約不要、入場自由 
場所：統計数理研究所セミナー室 5（D314） 

平成23年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について 

●統計数理研究所分野分類 
 a 
 b 
 c 
 d 
 e 
  f 
 g 
 h 
  i 
  j

 
時空間モデリング分野 
知的情報モデリング分野 
グラフ構造モデリング分野 
調査解析分野 
多次元データ解析分野 
計算機統計分野 
統計基礎数理分野 
学習推論分野 
計算数理分野 
その他 

●主要研究分野分類 
 １　統計数学分野 
 ２　情報科学分野 
 ３　生物科学分野 
 ４　物理科学分野 
 ５　工学分野 
 ６　人文科学分野 
 ７　社会科学分野 
 ８　その他 

【分野分類】 本研究所の平成 23年度公募型共同利用の申請課題が、平

成23年 2月16日（水）開催の共同利用委員会の審議を経て採択

されました。 

採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳は、共

同利用登録が10件、一般研究1が19件、一般研究2が69件、

若手短期集中型研究が1件、重点型研究が40件、共同研究

集会が14件、合計153件です。 

なお、これとは別に共同研究リポートが28件採択されました。 

 平成23年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 ３次元細胞モデル 本多　久夫（兵庫大学健康科学部・教授） 

【共同利用登録】 

専攻修了式 
平成23年 3月30日（水）に大会議室において、統計科学専攻修了式が行われ、三浦 翔・中江 健・藤井陽介の3名が本

専攻を修了しました。 

平成22年度学位記授与式 
3 月24日（木）に総合研究大学院大学学位記授与式が葉山キャンパスにて挙行され、

統計科学専攻から、三浦 翔・中江 健・藤井

陽介（課程博士）、吉羽要直（論文博士）の計 4

名が学位記を授与されました。 

平成23年度入学式（4月期） 
4 月8日（木）に総合研究大学院大学入学式

が葉山キャンパスにて挙行され、本専攻の入学

者 5名を含む85名の新入生が迎えられました。 

（企画グループ・研究支援担当） 



共同利用 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 

d3 

d3 

 

e7 

g1 

g1 

g6 

h5 

i2

データ同化手法を用いた細胞質流動の解析 

全ゲノムマイクロアレイデータの解析法についての研究 

 

 

中小・零細企業の信用リスクに関する統計的アプローチ 

逐次解析問題およびノンパラメトリック関数推定問題 

離散確率モデル、極値理論 

学校教育における統計教育について 

極値理論の土木工学への応用 ～ “経験度”の導入 

１／ｆゆらぎによる計算万能セルオートマトンの探索 

看護科学分野における家族のヘルスプロモーションに関する 
縦断調査および横断調査のデータ解析 

海洋データ同化システムに用いる誤差分散共分散行列の作成に 
関する研究（２） 

混合ガウス分布モデルに基づく惑星探査機高速中性粒子データの 
分類・解析 

GPS-TECを利用した地球プラズマ圏の電子密度分布のモデリング 
に関する研究 

裁判への市民参加の諸形態に関する統計学を応用した法社会学・ 
法心理学・法言語学の学際的研究 

回転円すい体の外表面を上昇する液膜流の微粒化に関する 
非線形ダイナミクス 

木村　暁（国立遺伝学研究所新分野創造センター・准教授） 

和田　康彦（佐賀大学農学部・教授） 

岸田　泰子（杏林大学保健学部・教授） 

 

宮本　道子（秋田県立大学システム科学技術学部・教授） 

磯貝　英一（新潟大学自然科学系理学部・教授） 

渋谷　政昭（慶応義塾大学理工学部・名誉教授） 

伊藤　一郎（東京学芸大学自然科学系数学講座・准教授） 

北野　利一（名古屋工業大学社会工学専攻・准教授） 

蜷川　繁（金沢工業大学情報学部・教授） 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 

 

a3 

a3 

a3 

 

a3 

a3 

a4 

a4 

a4 

a4 

a4 

 

a8 

b2

 

 

バイオロギングデータに基づく猛禽類行動モデリングの開発 

認知課題難易度の量的変化に伴う前頭前野脳活動の推移に関する研究 

 

 

生物多様性の統一中立理論と野外データを結ぶ統計モデリングの検討 

神経細胞の自発発火パターンの統計的研究 

地震検知能力の周期的な時間変動に関する定量的解析 

多種類の遠隔観測データを用いた電離圏電子密度トモグラフィー（３） 

地球電離圏における時空間変動のモデリング・推定手法の開発 

データ同化にもとづく放射線帯の物理過程の究明 

 

 

持続可能な森林資源管理のための森林構造の解析 

モデル選択法による統計的推論へのデータ前処理組み込みに関する研究 

異なる時空間解像度を持つマルチモダリティ計測データによる階層 
神経モデルの構造推定 

標高適応遺伝子の時空間動態におけるジーンフローと自然選択の 
役割―シロイヌナズナ属野生種を例に― 

越久　仁敬（兵庫医科大学生理学生体機能部門・教授） 

 

榎本　浩之（北見工業大学社会環境工学科・教授） 

菊地　千一郎（自治医科大学精神医学講座・講師） 

田中　健太（筑波大学菅平高原実験センター・助教） 

 

野田　隆史（北海道大学地球環境科学研究院・准教授） 

伊庭　幸人（統計数理研究所モデリング研究系・准教授） 

岩田　貴樹（早稲田大学国際教養学部・助教） 

上野　玄太（統計数理研究所モデリング研究系・准教授） 

中野　慎也（統計数理研究所モデリング研究系・助教） 

三好　由純（名古屋大学太陽地球環境研究所・助教） 

河野　英昭（九州大学大学院理学研究院・准教授） 

 

吉田　俊也（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター・准教授） 

石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授） 

【一般研究2】 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 

a3 

a4 

 

a4 

 

a4 

 

a8 

b2 

b2 

b8 

d6 

d7 

e3 

e7 

 

e8 

f4 

g1 

h2 

h3 

i5

状態空間モデリング手法を用いた害虫被害拡大の解析 

症候サーベイランスにおける統計解析手法の研究 

 

 

 

 

 

 

生態系の環境応答機構の解明に向けたデータ同化手法の応用 

電子化辞書における各語義への分野名の自動付与 

離散データ解析法の研究 

超並列型遺伝的アルゴリズムの分子実現とその応用 

子ども期のメンタルヘルスに関する発達行動遺伝学的研究 

社会科学における縦断データ解析手法の研究 

データベースを用いた医薬品のリスク解析 

 

 

東京湾とその流域における水質の長期変動に関する研究 

複雑系のシミュレーションと統計理論 

グラフ上の離散確率分布論とその統計的応用研究 

神経スパイク発火の揺らぎを利用した情報処理の原理と応用 

バイオ・ナノ分子電子状態の統計化学に関する研究 

山中　武彦（農業環境技術研究所生物多様性研究領域・主任研究員） 

高橋　邦彦（国立保健医療科学院技術評価部・主任研究官） 

藤井　陽介（気象庁気象研究所海洋研究部・研究官） 

 

中野　慎也（統計数理研究所モデリング研究系・助教） 

 

上野　玄太（統計数理研究所モデリング研究系・准教授） 

 

横沢　正幸（農業環境技術研究所大気環境研究領域・上席研究員） 

福本　文代（山梨大学大学院医学工学総合研究部・教授） 

石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授） 

染谷　博司（統計数理研究所モデリング研究系・助教） 

菅原　ますみ（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科・教授） 

菅原　ますみ（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科・教授） 

椿　広計（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

堀田　秀吾（明治大学法学部・教授） 

 

柏木　宣久（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

加園　克己（東京慈恵会医科大学医学部・講師） 

井上　潔司（成蹊大学経済学部・准教授） 

小山　慎介（統計数理研究所数理・推論研究系・助教） 

佐藤　文俊（東京大学生産技術研究所・教授） 

足立　高弘（秋田大学大学院工学資源学研究科・准教授） 

【一般研究1】 

磁力線振動周波数とGPS-TECの同時インバージョンによるプラズマ 
圏密度全球分布推定 



パーティクルフィルタによるマルチメディア信号における逐次的情報抽出 

予後因子探索と予測指標構築の方法論に関する研究 

国民の健康に関わる生活習慣データのコウホート分析 

体力運動能力・BMIのコウホート分析 

 

 

発達研究における縦断的データ解析上の諸問題 

ESP コーパスに基づいた特徴表現の教育的応用 

統計手法を利用した言語データ分類 

日本人英語学習者の概念構造の解明に向けた統計的研究 

テキスト特性を規定する言語要素の計量的分析 

日米中国際比較にみるいじめ問題 

 

 

 

 

マイニング技術を応用したテクスト分析研究 

 

 

家計消費構造の日米比較～ベイズ型コウホート分析の適用～ 

生態系サービス評価に関わる土地利用管理最適化システムの構築 

現代日本人の政治意識・行動に関するコウホート分析 

 

 

 

 

管理栄養士の統計力を高める教材開発と講習会開催 

社会物理学の展望 

ヒストグラムデータの解析法とその応用 

シンボリックデータの解析に関する研究 

イベントの空間及び時間集積性に対する統計的手法の研究 

大規模な疫学系データの統計解析 

分子マーカーを用いたがん臨床試験のデザインに関する研究 

 

 

信用リスクに関する統計的アプローチ 

ソフトウェア産業における国際技術戦略設計のための動的構造モデリング 

「日本語観国際センサス」データの相関分析 

化学物質の急性生態毒性データからの慢性生態毒性の推定法の開発 

残留性有機化学物質データの組織化と発生源解析 

統計情報資源ナビゲーション・システムの現代化 

ラフ集合を用いたシンボリックデータ解析法の展開 

データベースを利用した大規模データ視覚化ソフトウエアの開発 

統計解析システムにおけるライブラリの共有化 

疾患のCT値を利用した鑑別診断についての研究 

新生児の自発運動の解析 

確率過程の統計推測と学習理論の綜合的研究および計算法の研究 

特異モデルに対するモデル選択法の構築 

エルゴード理論、情報理論、計算機科学とその周辺 

英語心内辞書データの統計的解析 

ウィシャート分布のモーメントの組合せ論的構造と量子数理物理との接点 

Eulerian 分布と正規乱数フィルタの生成 

空間疫学における多重性調整のための数値計算法の開発 

機械学習と統計学の共通基盤の強化 

幾何学的アプローチによる推定関数とTsallis統計の研究 

共分散構造モデルのロバスト統計 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
b5 

d3 

d3 

d3 

d3 

 

d3 

d6 

d6 

d6 

d6 

d6 

d6 

 

d6 

 

d6 

d7 

 

d7 

d7 

d7 

d7 

 

d7 

 

d8 

e2 

e2 

e2 

e3 

e3 

e3 

e5 

 

e7 

e7 

e7 

e8 

e8 

f1 

f2 

f2 

f2 

f3 

f3 

g1 

g1 

g1 

g1 

g1 

g2 

g3 

h1 

h1 

h1

生駒　哲一（九州工業大学大学院工学研究院・准教授） 

手良向　聡（京都大学医学部附属病院・准教授） 

中村　隆（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

中村　隆（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

中村　隆（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

 

前田　忠彦（統計数理研究所データ科学研究系・准教授） 

小山　由紀江（名古屋工業大学大学院工学研究科・教授） 

石川　慎一郎（神戸大学国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ／国際文化学研究科・准教授） 

長　加奈子（北九州市立大学基盤教育センター・准教授） 

石川　有香（名古屋工業大学工学研究科・准教授） 

植木　武（共立女子短期大学生活科学科・教授） 

カレイラ松崎　順子（東京未来大学こども心理学部・講師） 

 

高見　敏子（北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院・准教授） 

 

田畑　智司（大阪大学大学院言語文化研究科・准教授） 

佐井　至道（岡山商科大学経済学部・教授） 

 

山下　貴子（流通科学大学商学部・教授） 

吉本　敦（統計数理研究所数理・推論研究系・教授） 

三船　毅（愛知学泉大学コミュニティ政策学部・准教授） 

松田　芳郎（青森公立大学経営経済学部・教授） 

 

井元　智子（統計数理研究所リスク解析戦略研究センター・特任研究員） 

 

井ノ口　美佐子（西南女学院大学保健福祉学部・教授） 

小田垣　孝（東京電機大学理工学部・教授） 

水田　正弘（北海道大学情報基盤センター・教授） 

宿久　洋（同志社大学文化情報学部・教授） 

和泉　志津恵（大分大学工学部・准教授） 

冨田　誠（東京医科歯科大学医学部附属病院臨床試験管理センター・准教授） 

吉村　健一（京都大学医学部附属病院探索医療センター・助教） 

中村　永友（札幌学院大学総合教育センター・経済学部・教授） 

 

山下　智志（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

角埜　恭央（東京工科大学メディア学部・教授） 

米田　正人（国立国語研究所・名誉所員） 

林　岳彦（国立環境研究所環境リスク研究センター・NIES特別研究員） 

橋本　俊次（国立環境研究所化学環境研究領域・主任研究員） 

丸山　直昌（統計数理研究所データ科学研究系・准教授） 

南　弘征（北海道大学情報基盤センター・准教授） 

山本　由和（徳島文理大学理工学部・准教授） 

藤原　丈史（東京情報大学総合情報学部・准教授） 

池島　厚（日本大学松戸歯学部・准教授） 

中野　純司（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

吉田　朋広（東京大学大学院数理科学研究科・教授） 

二宮　嘉行（九州大学大学院数理学研究院・准教授） 

高橋　勇人（統計数理研究所データ科学研究系・特任研究員） 

小林　景（統計数理研究所数理・推論研究系・助教） 

栗木　哲（統計数理研究所数理・推論研究系・教授） 

土屋　高宏（城西大学理学部・准教授） 

栗木　哲（統計数理研究所数理・推論研究系・教授） 

江口　真透（統計数理研究所数理・推論研究系・教授） 

逸見　昌之（統計数理研究所数理・推論研究系・准教授） 

江口　真透（統計数理研究所数理・推論研究系・教授） 

疾病に対する集団戦略・高リスク戦略のためのコミュニティ評価指標 
の実用化 

小学生の英語学習に対する動機づけの国際比較調査 
―自己決定理論の観点から― 

イギリスの巨大コーパスにおける新聞サブコーパスの統計学的言語 
比較研究 

調査データベース公有化における個人データ保護と疑似個票 
データの作成 

事業所・企業統計の匿名化ミクロデータの作成実験と社会経済 
変動過程の解析への応用 

離島における第一次産業振興と環境維持を考慮した地域政策 
モデルの構築 

微分方程式から導かれる複雑な非線形回帰モデルのパラメータ 
推定法の研究 



国際的な生徒参加型データを用いた統計学習サイトの拡充と教育 
利用の促進 

南極観測隊の健康診断データベースの構築とその統計的解析 

セミパラメトリック推測理論に基づく不完全データ解析手法の開発と応用 

確率測度の最適化と通信路容量 

グラフ上の推論アルゴリズムのホモロジー代数的研究 

 

 

スポーツデータの統計解析に関する研究 

外来種拡散リスクを考慮に入れた森林管理評価モデルの構築 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
h3 

h3 

i1 

i1 

j6 

 

j6 

j7

小森　理（統計数理研究所予測発見戦略研究センター・特任研究員） 

逸見　昌之（統計数理研究所数理・推論研究系・准教授） 

池田　思朗（統計数理研究所数理・推論研究系・准教授） 

福水　健次（統計数理研究所モデリング研究系・教授） 

青山　和裕（愛知教育大学数学教育講座・講師） 

 

酒折　文武（中央大学理工学部・准教授） 

木島　真志（琉球大学農学部・准教授） 

マルコフ連鎖モンテカルロ法による生物集団の時空間動態の解明 

 

 

マルコフ連鎖モンテカルロ法による機能的力学系の設計と統計力学的特性 

レア・イベントシミュレーションとデータマイニング 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 

b4 

 

b4 

b4

久保　拓弥（北海道大学大学院地球環境科学研究院・助教） 

伊庭　幸人（統計数理研究所モデリング研究系・准教授） 

 

柳田　達雄（北海道大学電子科学研究所・助教） 

鷲尾　隆（大阪大学産業科学研究所・教授） 

状態空間モデル・機械学習・時系列データマイニングを用いたバイオ 
ロギングデータの解析 

マルコフ連鎖モンテカルロ法を用いたレアイベントサンプリング・数え 
上げ・仮想データ生成 

マメ科植物一根粒菌相互作用に関わる共生遺伝子のゲノム網羅的 
探索と実験的検証 

アイスコア中に含まれる抗生物質耐性遺伝子の網羅的解析および 
分子進化解析 

ゲノム情報と臨床情報を統合したデータ集約型サイエンス／ヘルス 
ケアに向けた統計数理学的研究 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 島谷　健一郎（統計数理研究所モデリング研究系・准教授） 

【若手短期集中型研究】 

【重点型研究】 
重点テーマ１：マルコフ連鎖モンテカルロ法の展開 

癌死亡リスクの視覚化に関する研究 

広島原爆被爆者におけるがん死亡リスク地図の推定 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 

i1

加茂　憲一（札幌医科大学医療人育成センター・准教授） 

冨田　哲治（広島大学原爆放射線医科学研究所・助教） 

重点テーマ２：癌統計データ解析 

家系解析のための統計的方法 

ウイルス進化の予測と制御 

 

 

 

 

Ｇタンパク質共役型受容体の多様化メカニズム解明 

日本人を対象とした集団ゲノム学 

ゲノム多様性データにおける多変量解析の解釈について 

分子進化学におけるマルチスケール・ブートストラップ法 

ゲノム多様性の確率モデルによる推測 

ワクチン由来ウイルス感染制御のための最適な接種戦略 

インフルエンザウイルスの進化モデルの構築と抗原変異予測への応用 

自然選択が作用したアリルの選択強度と年齢の推定手法の開発 

塩基配列進化モデルの性能比較と応用 

転移因子のゲノム進化に及ぼす影響 

精神疾患関連遺伝子群における自然選択の検出 

ゲノム間相互作用の進化学的研究 

人類の形態、生理・代謝、疾患の進化に関するゲノム多様性研究 

タンパク質にかかる淘汰圧の時空間分布推定 

ゲノム情報を用いた生物集団構造の再構築に関する研究 

 

 

タンパク質間相互作用の共進化解析 

配列アラインメント手法の評価と改良のための分子系統樹の利用 

全ゲノムシークエンスデータの解析による人類集団遺伝学 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a3 

a3 

c3 

 

c3 

 

d3 

d3 

e3 

g1 

g3 

g3 

g3 

g3 

g3 

g3 

g3 

g3 

g3 

h3 

h3 

j3 

 

j3 

j3 

j3

小谷野　仁（大学入試センター入学者選抜研究機構入試評価部門・助教） 

岩見　真吾（科学技術振興機構・さきがけ研究者） 

青木　誠志郎（東京大学大学院総合文化研究科・研究員） 

 

Cao Ying（曹　纓）（統計数理研究所モデリング研究系・助教） 

 

諏訪　牧子（産業技術総合研究所生命情報工学研究センター・主幹研究員） 

山口　由美（理化学研究所ゲノム医科学研究センター・研究員） 

木村　亮介（琉球大学亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構・特命准教授） 

下平　英寿（東京工業大学情報理工学研究科・准教授） 

間野　修平（統計数理研究所数理・推論研究系・准教授） 

吉田　弘（国立感染症研究所ウイルス第二部・主任研究員） 

伊藤　公人（北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター・准教授） 

大橋　順（筑波大学大学院人間総合科学研究科・准教授） 

Seo Tae-Kun（徐　泰健）（東京大学農学生命科学研究科・研究員） 

中島　裕美子（琉球大学熱帯生物圏研究センター・准教授） 

柴田　弘紀（九州大学生体防御医学研究所・准教授） 

長田　直樹（国立遺伝学研究所進化遺伝部門・助教） 

太田　博樹（北里大学医学部・准教授） 

渡部　輝明（高知大学教育研究部・講師） 

手島　康介（九州大学理学研究院・研究員） 

中岡　博史（国立遺伝学研究所総合遺伝研究系・特任研究員） 

 

藤　博幸（産業技術総合研究所生命情報工学研究センター・副研究センタ―長） 

加藤　和貴（産業技術総合研究所生命情報工学研究センター・招聘研究員） 

藤本　明洋（理化学研究所ゲノム医科学研究センター・研究員） 

重点テーマ３：ゲノム多様性と進化の統計数理 



外部資金・研究員等の受入れ 

 

 

 

 

サービス科学を用いた地域情報基盤の検討 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a2 

 

b7 

 

j2

本村　陽一（産業技術総合研究所サービス工学研究センター・チーム長） 

 

椿　広計（統計数理研究所データ科学研究系・教授） 

 

林　隆史（会津大学コンピュータ理工学部・教授） 

サービス現場における課題解決のための大規模データ活用手法に 
関する研究 

「2010 年格差と社会意識についての全国調査」に基づく政治・ 
労働意識の分析 

調査票の設計が回答に与える影響について―マスコミ効果調査 
の個票データを用いて― 

シグナル性シンボルの循環とその生成メカニズムの社会科学分野 
に対する応用 

重点テーマ４：サービス科学の深化を支える統計数理科学 

言語調査データの解明のための社会調査資源の利活用 

階層帰属意識の社会的構成 

ライフスタイル・ジェンダーと教育 

 

 

「2010 年格差と社会意識についての全国調査」の基礎分析 

近代的社会意識と新しい価値の分析 

階層意識・相対的剥奪の数理モデルと実証 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
d6 

d7 

d7 

d7 

 

d7 

d7 

d7 

d7

阿部　貴人（国立国語研究所研究情報資料センター・プロジェクト特別研究員） 

数土　直紀（学習院大学法学部・教授） 

中井　美樹（立命館大学産業社会学部・教授） 

川端　亮（大阪大学大学院人間科学研究科・教授） 

 

吉川　徹（大阪大学大学院人間科学研究科・准教授） 

轟　亮（金沢大学人間社会研究域・准教授） 

浜田　宏（東北大学大学院文学研究科・准教授） 

平井　洋子（首都大学東京人文科学研究科・教授） 

重点テーマ５：社会調査関連資源の利活用 

医学・工学における逆問題とその周辺（3） 

大型野生動物データと統計数理 

神経科学と統計科学の対話２ 

公的統計のミクロデータの利用に関する研究集会 

経済物理学とその周辺 

Biostatisticsネットワーク 

データ解析環境Rの整備と利用 

無限分解可能過程に関連する諸問題 

極値理論の工学への応用 

最適化：モデリングとアルゴリズム 

不完全情報下における制御系設計に関する研究 

問題解決力育成を目指す統計教育の方法論に関する研究集会 

医用診断のための応用統計数理の新展開Ⅲ 

統計サマーセミナー 

分 野 研究課題名 研究代表者（所属） 
a2 

a3 

a3 

d7 

e2 

e3 

f2 

g1 

g5 

i2 

i5 

j6 

j8 

j8

岩木　直（産業技術総合研究所健康工学研究部門・研究グループ長） 

島谷　健一郎（統計数理研究所モデリング研究系・准教授） 

伊庭　幸人（統計数理研究所モデリング研究系・准教授） 

小林　良行（一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報研究センター・准教授） 

田中　美栄子（鳥取大学大学院工学研究科・教授） 

服部　聡（久留米大学バイオ統計センター・准教授） 

中谷　朋昭（北海道大学大学院農学研究院・助教） 

志村　隆彰（統計数理研究所数理・推論研究系・助教） 

高橋　倫也（神戸大学大学院海事科学研究科・教授） 

土谷　隆（政策研究大学院大学政策研究科・教授） 

宮里　義彦（統計数理研究所数理・推論研究系・教授） 

竹内　光悦（実践女子大学人間社会学部・准教授） 

清野　健（日本大学工学部・准教授） 

小泉　和之（東京理科大学理学部第一部・助教） 

【共同研究集会】 

外来研究員の受入れ 

イタリア パヴィア大学数理学部・
博士研究員 

力学系同定のためのカーネル法 

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 
Francesco 
Dinuzzo

H23.1.26 ～ 
H23.3.31

受入担当研究教育職員 統計数理研究所における称号 
福水　健次 教授 

松井　知子 教授 

加藤　昇吾 助教 スペイン エストレマドゥラ大学・
准教授 

bivariate circular分布と関連し
た時系列モデル 

Arthur 
Pewsey

H23.2.26 ～ 
H23.3.11

奈良先端科学技術大学院大
学・大学院博士課程学生 

音声対話システムにおけるトピッ
ク推定に関する研究 

Rafael Torres H23.3.2 ～ 
H23.3.31

田辺三菱製薬（株）データサイ
エンス部データ標準化グループ・
グループマネージャー 

医薬品のリスク評価のための
安全性データベース構築とその
活用 

酒井　弘憲 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

椿　広計 教授 

第一三共株式会社　データサ
イエンス部　統計解析グルー
プ長 

医薬品のリスク評価のための
安全性データベース構築とその
活用 

渡橋　靖 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

椿　広計 教授 

（企画グループ・研究支援担当） 



外部資金・研究員等の受入れ 

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 統計数理研究所における称号 
大日本住友製薬株式会社 開
発本部データサイエンス部長 

医薬品のリスク評価のための
安全性データベース構築とその
活用 

東宮　秀夫 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

椿　広計 教授 

統計数理研究所・前特任教授 島弧地殻の非弾性変形と内陸
地震の発生 

松浦　充宏 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

尾形　良彦 教授 

株式会社博報堂研究開発局・
上席研究員 

各種統計手法のマーケティング
への応用研究 

日高　徹司 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

河村　敏彦 助教 

統計数理研究所・名誉教授 石黒　真木夫 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

ファイザー株式会社　臨床統
計部統計コンサルティング・グ
ループ　シニアマネージャー 

医薬品のリスク評価のための
安全性データベース構築とその
活用 

小宮山　靖 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

椿　広計 教授 

株式会社　ニコン精機カンパ
ニー生産本部投影レンズ製造
部　部付技監補 

製品の品質保証と信頼性への
データマイニング接近 

高井　勉 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

河村　敏彦 助教 

統計数理研究所・名誉教授 統計相談 馬場　康維 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

特命教授 中野　純司 
統計科学技術センター長 

岡山大学環境理工学部・名誉
教授 

計算機統計学に関する国際連
携の推進 

田中　豊 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

特命教授 中野　純司 教授 

島根大学総合理工学部・准
教授 

バイオインフォマティクスのため
の統計的課題への挑戦 

内藤　貫太 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

江口　真透 教授 

統計相談 特命教授 中野　純司 
統計科学技術センター長 

毎日新聞社・終身名誉職員 板垣　雅夫 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

統計数理研究所の広報活動
の活性化 

松井　知子 教授 

奈良先端科学技術大学院大
学　情報科学研究科　論理
生命学講座・助教 

竹之内　高志 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

機械学習によるパターン認識の
方法 

江口　真透 教授 

九州大学・助教 川喜田　雅則 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

機械学習と統計学の融合強化 江口　真透 教授 

株式会社CLCバイオジャパン・
フィールドアプリケーションスペ
シャリスト 

プリチャード 
真理 

H23.4.1 ～ 
H24.3.31

バイオインフォマティクスデータ
の解析、新規手法の探索 

江口　真透 教授 

リスク解析戦略研究センター・
前特任研究員 

田野倉　葉子 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

インフレ率の変動メカニズムの
統計的モデリングと国家の信用
リスク管理の研究 

佐藤　整尚 准教授 

国立精神・神経医療研究セン
ター精神保健研究所・自殺予
防総合対策センター研究員 

山内　貴史 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

人口動態統計を用いた自殺の
リスク因子の分析 

椿　広計 教授 

一橋大学大学院国際企業戦
略研究科金融戦略・経営財務
コース・特任教授 

三浦　良造 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

金融のリスク管理と統計的計
測の方法の研究 

椿　広計 
リスク解析戦略研究センター長 

秋田県立大学経営システム工
学科・教授 

宮本　道子 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

偏りのある不完全大規模データ
に基づく中小企業信用リスクマ
イニング 

椿　広計 
リスク解析戦略研究センター長 

慶應義塾大学健康マネジメン
ト研究科・博士課程学生 

岡　檀 H23.4.1 ～ 
H23.10.31

日本の自殺希少地域における
自殺予防因子の探索 

椿　広計 教授 

日本大学理工学部・非常勤講
師 

影山　正幸 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

CVaR最小化による適応型リス
クモデル 

金藤　浩司 教授 

大阪大学サイバーメディアセン
ター・特任助教 

佐野　夏樹 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

ＭＴシステムのカーネル化とその
応用 

椿　広計 
リスク解析戦略研究センター長 

株式会社モレキュエンス・グル
ープリーダー 

磯村　哲 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

バイオマーカー探索のためのイ
ンフォマティクス技術の開発 

江口　真透 教授 

総合研究大学院大学複合科
学研究科統計科学専攻博士
後期課程修了生 

川合　成治 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

神経活動における統計的モデ
リング手法の開発 

三分一　史和 
准教授 

千葉工業大学社会システム科
学部　金融・経営リスク科学科・
准教授 

ＣＲＤデータを用いた中小企業
の信用リスク解析 

安藤　雅和 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

椿　広計 
リスク解析戦略研究センター長 

中国　復旦大学生命科学学
院・教授 

「系統樹推定の統計的問題」
に関する特別教育研究事業 

長谷川　政美 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

足立　淳 准教授 特命教授 



人　事 

会議開催状況 

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 統計数理研究所における称号 
中国　復旦大学生命科学学
院・講師 

哺乳類の分子進化の統計的
解析 

米澤　隆 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

足立　淳 准教授 

東京農業大学農学部バイオセ
ラピー学科・准教授 

ゲノム統計解析による生物多
様性の機構の解明 

佐々木　剛 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

足立　淳 准教授 

財団法人統計情報研究開発
センター・研究員 

測色学における色の数量化及
び統計教育ポータル開発 

迫田　宇広 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

田村　義保 教授 

立教大学社会情報教育研究
センター・リサーチフェロー（学
術調査員） 

空間点過程論の最大尤度解
析 

田中　潮 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

尾形　良彦 教授 

東京工業大学大学院生命理
工学研究科・助教 

大規模ゲノムデータの統計的
解析 

西原　秀典 H23.4.1 ～ 
H24.3.31

足立　淳 准教授 

（企画グループ・研究支援担当） 

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等 
定年退職 下田　　勝 情報・システム研究機構事務局総務課特任専門員 極地研・統数研統合事務部長 

平成23年3月31日転出者(事務職員） 

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等 
任  命 

配置換 

北川源四郎 

森　　保憲 

情報・システム研究機構長 

情報・システム研究機構事務局総務課人事・労務係 
事務職員 

極地研・統数研統合事務部企画グループ 
（統数研担当）総務担当チーム事務職員 

所長 

異動内容 氏　　名 職　　名 任　　期 
昇　任 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

樋口　知之 

椿　　広計 

松井　知子 

中村　　隆 

栗木　　哲 

中野　純司 

 

川崎　能典 

江口　真透 

山下　智志 

福水　健次 

樋口　知之 

吉野　諒三 

樋口　知之 

田村　義保 
 

 
丸山　　宏 

所長 

モデリング研究系研究主幹 

データ科学研究系研究主幹 

数理・推論研究系研究主幹 

 

 

統計科学技術センター副センター長 

予測発見戦略研究センター長 

リスク解析戦略研究センター副センター長 

新機軸創発センター長 

データ同化研究開発センター長 

調査科学研究センター長 

運営企画本部長 

平成23年4月1日～平成27年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

 

 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

 

 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日～平成25年3月31日 

平成23年4月1日機構内異動(研究教育職員・事務職員） 

平成23年4月1日役職者の異動 

副所長 
リスク解析戦略研究センター長 
運営企画本部企画室長 
運営企画本部NOE推進室長 

副所長 
データ同化研究開発センター副センター長 
運営企画本部評価室長 

統計科学技術センター長 
図書室長 

副所長 
運営企画本部広報室長 
運営企画本部知的財産室長 

平成23年4月1日役職者の異動 
異動内容 氏　　名 兼務先 
兼務免 中村　　隆 副所長  

運営企画本部評価室長 

兼務免 松井　知子 副所長  
運営企画本部広報室長  
運営企画本部知的財産室長  



人　事 

会議開催状況 
（企画グループ・人事担当） 

異動内容 氏　　名 兼務先 本　　務 
兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

樋口　知之 

田村　義保 

丸山　　宏 

内山　　亮 

モデリング研究系時空間モデリンググループ教授 

運営企画本部 

運営企画本部 

運営企画本部 

所長 

データ科学研究系計算機統計グループ教授 

モデリング研究系知的情報モデリンググループ教授 

極地研・統数研統合事務部共通事務センター長 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

兼　務 

伊藤　　聡 

金藤　浩司 

松井　知子 

島谷健一郎 

小坂　　孝 

運営企画本部評価室 

運営企画本部広報室 

運営企画本部NOE推進室 

図書室 

数理・推論研究系計算数理グループ教授 

データ科学研究系計算機統計グループ教授 

モデリング研究系知的情報モデリンググループ教授 

モデリング研究系時空間モデリンググループ准教授 

平成23年4月1日所内異動兼務（研究教育職員・事務職員） 

異動内容 氏　　名 現　　　職 前　職　等 
採　用 

昇　任 

昇　任 

昇　任 

昇　任 

昇　任 

採　用 

昇　任 

配置換 

採　用 

 

配置換 

丸山　　宏 

山下　智志 

金藤　浩司 

伊藤　　聡 

吉田　　亮 

庄　　建倉 

持橋　大地 

逸見　昌之 

内山　　亮 

小川　光明 

 

山田　礼二 

モデリング研究系知的情報モデリンググループ教授 

データ科学研究系多次元データ解析グループ教授 

データ科学研究系計算機統計グループ教授 

数理・推論研究系計算数理グループ教授 

モデリング研究系時空間モデリンググループ准教授 

モデリング研究系時空間モデリンググループ准教授 

モデリング研究系知的情報モデリンググループ准教授 

数理・推論研究系学習推論グループ准教授 

極地研・統数研統合事務部共通事務センター長 

（株）キャノン デジタルプラットフォーム開発本部副本部長 

データ科学研究系多次元データ解析グループ准教授 

データ科学研究系計算機統計グループ准教授 

数理・推論研究系計算数理グループ准教授 

モデリング研究系時空間モデリンググループ助教 

モデリング研究系時空間モデリンググループ助教 

NTTコミュニケーション科学基礎研究所リサーチスペシャリスト 

数理・推論研究系学習推論グループ助教 

情報・システム研究機構国立遺伝学研究所管理部長 

東京大学柏地区共通事務センター専門職員 

平成23年4月1日転入者（研究教育職員・事務職員） 

異動内容 氏　　名 兼務先 
兼務免 

兼務免 

兼務免 

兼務免 

兼務免 

兼　務 小川　光明 運営企画本部企画室  
運営企画本部評価室 

極地研・統数研統合事務部共通事務センター 
チームリーダー（総務担当） 

極地研・統数研統合事務部企画グループ 
（統数研担当）総括チームリーダー 

極地研・統数研統合事務部共通事務センター 
総括チームリーダー（総務担当） 

異動内容 氏　　名 
兼務免 

兼務免 

中村　　隆 

松井　知子 

運営企画本部  

運営企画本部 

兼務免 

兼務免 

兼務免 

松井　茂之 

椿　　広計 

山下　智志 

運営企画本部広報室  

運営企画本部NOE推進室  

図書室  

平成23年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員・事務職員） 

兼務免 小坂　　孝 極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）総括チームリーダー 
運営企画本部企画室  
運営企画本部評価室 

運営企画本部長 
運営企画本部ＮＯＥ推進室長 

モデリング研究系研究主幹  

データ科学研究系研究主幹  

数理・推論研究系研究主幹  

統計科学技術センター副センター長 

樋口　知之 

田村　義保 

江口　真透 

山下　智志 

北川源四郎 

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当） 
総括チームリーダー 

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当） 
総務担当チーム事務職員 

情報・システム研究機構事務局総務課人事・ 
労務係事務職員 

兼務先 

平成22年度第3回～第5回運営会議の開催について 

平成 22年度第 3回統計数理研究所運営会議が、平成 23年 1月6日（木）に開催され、データ同化研究開発センター及

び調査科学研究センターの設置、推薦人事等、特任准教授の任用、統計思考院（仮称）関連プロジェクト研究室の整備、



所外誌掲載論文等 

各種事業、情報・システム研究機構組織運営規則の一部改正、平成２３年度予算案の概要について、それぞれ報告があ

りました。 

次に、統計数理研究所長候補者の選考について、審議が行われ、最後に本研究所に係る意見交換が行われました。 

平成 22年度第 4回統計数理研究所運営会議が、平成 23年 1月23日（日）に開催され、統計数理研究所長候補者の

選考について、審議が行われました。 

平成 22年度第 5回統計数理研究所運営会議が、平成 23年 3月15日（火）に開催され、統計数理研究所長選考、平

成23年度客員教授等の任用、研究所の主な行事、平成23年度予算について、それぞれ報告が行われました。 

次に、研究教育職員の推薦人事における選考、研究教育職員の公募人事における選考、助教の再任、特任教員の任

用、平成23年度年度計画、平成23年度共同利用、平成24年度概算要求について、それぞれ審議が行われました。 
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編集後記： 
4月から新広報室長に就任した丸山です。広報室メンバーとともに、皆様のお役に立つ「統数研ニュース」を作っていきたいと思い

ますので、よろしくお願い致します。本誌へのご感想、ご意見等ございましたら、何なりと ism_news@ism.ac.jp 宛にお送り下さい。 
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統
計
地
震
学
の
起
源
と
進
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「統計地震学」（Statistical Seismology）は、著

名な地震学者、安芸敬一博士（1930―2005）が

1956 年にはじめて使用した用語である。1993 年

Vere-Jones教授が中国科学院研究生院の大学院

生に行った連続講義について石耀霖教授（Shi Yaolin）

は「統計地震学コース」と称した。以来、統計地

震学は、地震学中の統計的問題に対処するため

の応用統計ではなく、地震発生のプロセスを確率

的に理解するための研究対象を意味している。こ

れはたとえば物理学における“統計力学”に対応

するものである。 

発生しては減衰する地震波の時系列は、時間軸

を縮小すると、各地震の波形部分がパルスになる。

1960年代から70年代、Vere-Jones教授は地震の

発生事象を点過程（連続時間軸上の事象の発生の

確率過程）で初めてモデリングした。その後、点過

程の核心になる概念「条件付き強度関数」が形成

される。これは例えば、過去の地震の発生時刻、

場所、大きさなどや他の地球物理学的観測値の時

系列の履歴の情報のもと、将来の地震の発生率を

表す確率関数である。 

1980年まで統計地震学に関する発表された論文

は10本足らずであったが、その後この研究分野は

急速に発展する。今では多くの地震学者は地震現

象の不確実性を定量化することの重要性を認識し、

ますます地震発生の様 な々点過程モデルを提案して

いる。 

2001 年南カリフォニア地震センターがカリフォニ

ア州の地震活動をモデリングするためにRELM

（Regional Earthquake Likelihood Models）共

同研究プロジェクトを始めた。これが発展して現在、

スイス、イタリア、ギリシャ、日本、ニュージーランド、

中国なども含む世界規模のCSEP（Collaboratory 

for the studies of earthquake predictability、地

震可予測性の共同研究）プロジェクトに拡大して

いる。これらのプロジェクトで統計地震学は中

心的な役割を果たしている。 

統計地震学に関する代表的な学術集会は統

計地震学国際ワークショップ（The International 

Workshop on Statistical Seismology、略称

Statsei）である。最初の統計地震学国際ワー

クショップ（Statsei1）は、中国の地震学者、馬

麗博士（Ma Li、1945―2008）の尽力で1998年

中国杭州市にて開催された。それから、ほぼ

2年ごとに開催されている。Statsei2は2001年ニュ

ージーランド、Sta t s e i 3 は 2003 年メキシコ、

Statsei4は2006年日本（葉山）、Statsei5は2007

年イタリア、Statsei6は2009年アメリカで開催された、

Statsei7は今春ギリシアで開催される予定である。 

学生や若手研究者のための統計地震学の教科

書がないので、2010年に私を含む有志がスイス連

邦工科大学に集まり、WEB版教科書（Community 

Online Resource for Statistical Seismicity Analysis、

略称CORSSA）の編集を始めた。編集委員会は

CORSSAプロジェクトを周知するために、AGU（米

国地球物理学連合）2010年秋季大会で“統計地

震学の進展と教育”という分科会を開催した。これ

は、もともと小さいセッションとして計画したが、最終

的に地震学に関する分科会の中で最大となった。

発表応募が非常に多かったためである。 

赤池博士（統計数理研究所元所長、1927―2009）

が1976年にVere-Jones教授を招聘して以来、統

計数理研究所の統計地震学研究グループは一貫し

てこの分野の展開に大きく貢献している。とくに1980

年代、尾形良彦氏はETASモデルを開発した。こ

のモデルは地震活動の標準モデルとして考えられ、様々

な研究仮説を検証するために使用されている。第4

回の国際統計地震学研究集会は2001年に当グル

ープによって組織され、地震学研究者層への影響

力を格段に拡大した。現在、時空間モデルと予測

評価方法などの研究開発に貢献し、短期・中期・

長期の確率予測の実践に関してCSEPプロジェクト

に参画している。 

この3月11日には東北地方太平洋沖地震が発生

し、甚大な被害が報告されている。被災された皆様

に心よりお見舞い申し上げるとともに、我々のグルー

プの研究成果が将来、そのような地震による被害の

縮小に役立つように尽力したいと考える。 

世界地震活動分布から見たプレート境界 


